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◇ ４から８までに掲げる事業及び措置の実施箇所 
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９．４から８までに掲げる事業及び措置の総合的かつ一体的推進に関する事項 
 

［１］市町村の推進体制の整備等  

当市における中心市街地活性化の推進体制については、担当課として農林商工部商工振興課を位

置づけ、５名体制で政策の具体化に向けて協議している。庁内においては、商工振興課が窓口とな

り、企画課・まちづくり推進課・観光振興課・スポーツ振興課・農林管理課・農業振興課・土木課・

建築課・都市計画課など、関係課と連携して事業計画の立案を行い、全庁的に広く政策の検討を進

めてきた。また、適宜、経済産業省、国土交通省、京都府と協議を行い、幅広く政策の検討を進め

てきた。 

■福知山市中心市街地活性化基本計画に関する庁内会議 

開催日 内容 

２６年５月１２日 
・第２期計画策定会議 

第２期計画策定向けての事業の現況及び検討 

２６年５月２３日 
・第２期計画策定会議 

方向性、スケジュールについての協議 

２６年６月３日 
・経営戦略会議 

中心市街地活性化計画、城周辺、観光施策等 

２６年７月３０日 
・財政に関する協議 

第２期策定に向けての事業内容等 

２６年９月１６日 
・中心市街地活性化に係る理事者及び関係課協議 

２期計画の骨格等について 

２６年１０月３日 ・庁内協議 

２６年 1０月９日 
・中心市街地活性化に係る理事者及び関係課協議 

２期計画の骨格等について 

２７年８月４日 
・経営戦略会議 

２期計画について（素案） 

２７年１１月１８日 ・中心市街地活性化２期計画（素案）・庁内確認 

２７年１２月２１日 ・中心市街地活性化２期計画（素案）に係る報告 
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■中心市街地活性化基本計画策定庁内部長会議構成員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

職   名 

市長公室長 

危機管理監 

地域振興部長 

総務部長 

財務部長 

福祉保健部長 

市民人権環境部長 

農林商工部長 

土木建設部長 

議会事務局長 

教育部長 

消防長 

上下水道部長 

市民病院事務部長 

健康推進室長 

環境政策室長 

人権推進室長 

会計管理者 

監査委員事務局長 

教育委員会事務局理事 
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■中心市街地活性化基本計画策定庁内連絡会議構成員 

 

職   名 

市長公室 企画課長 

地域振興部 まちづくり推進課長 

総務部 総務課長 

財務部 契約監理課長 

財務部 財政課長 

福祉保健部 健康推進室 

福祉保健部 高齢者福祉課長 

福祉保健部 子育て支援課長 

福祉保健部 社会福祉課長 

市民人権環境部 生活交通課長 

農林商工部 農林管理課長 

農林商工部 農業振興課長 

農林商工部 商工振興課長 

地域振興部 観光振興課長 

土木建設部 土木課長 

土木建設部 都市計画課長 

教育委員会事務局 教育総務課長 

教育委員会事務局 生涯学習課長 

消防本部 総務課長 
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■福知山市義会における中心市街地活性化に関する審議経過 

福知山市議会における中心市街地活性化に関する審議又は討議の内容（主なもの） 

 

開催日時 内      容 

平成 23 年 6月 

6月定例会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（質問要旨） 

本年３月に策定された福知山市中心市街地活性化基本計画が内閣

総理大臣の認定を受け、平成２３年より平成２７年までの５年間の

間に大きな四つの主要プロジェクトが実行されていく。北近畿の中

核都市の中心市街地として、基本計画の目指す目標は。 

（答弁要旨）＜市長＞ 

この計画は、歴史と文化が育んだ豊かな暮らしと賑わい交流のまち

づくりということを将来像に掲げ、三つの基本方針として、１点目

は人・もの・情報が集積した利便性の高い都市機能の強化というこ

と、２点目は城下町ならではの地域資源を十分に活かしたまちなか

の観光の促進、３点目は安心・安全で誰にとっても暮らしやすい生

活空間づくりに取り組みたいと思っている。活性化の目標として

も、計画期間である平成２７年度までに歩行者・自転車通行量を平

成２２年度の１０％増加、また観光・文化施設の入館者数も１０％

増加していきたいと思っている。 

（質問要旨） 

「（仮称）市民交流プラザふくちやま」事業は、先の市議選でも争

点のひとつとなったが、本市の市街地活性化に欠かせぬ事業である

と認識している。建設に伴う将来財政への影響等について、市民説

明をどのように行うのか。 

（答弁要旨）＜市長＞ 

この施設は福知山市全体の魅力を紹介する情報発信拠点でもあり、

広場の玄関口にデジタルディスプレイでありますとかカタログブ

ースなどを用意し、町中の情報をより皆さん方に知らせたいと思っ

ている。市民交流プラザふくちやまというのは、平成２１年度に市

民検討会議を設置し、是か非から始まり、そういう経過の中で論議

をしていただいた。そのほかにもパブリック・コメントや平成２３

年２月にその機能を絞り込んだ基本計画を策定して事業着手した

ところである。市民にはできるだけこの中長期的な視点に立って財

源の確保の見通しや、交付税措置の状況などについて中長期的な財

政見通しを毎年策定し、その都度、確認しながら公表を行いながら

説明していきたいとに思っている。 

 

 

http://www.kensakusystem.jp/fukuchiyama/cgi-bin3/GetText3.exe?r368nvw5cnefzpisci/H230616A/156432/10/1/1/%92%86%90%53%8E%73%8A%58%92%6E/0#hit6


124 

 

平成 25 年 6月 

6月定例会 

（質問要旨） 

広小路リニューアル事業やテナントミックス事業、空き店舗対策事

業について、現在までの成果や現在までの事業の進捗状況、その附

属として道路改良事業など、本年度予定されている城下町福知山な

らではの情緒と町並みのリニューアル事業についての進みぐあい

をお聞かせいただきたい。 

（答弁要旨）＜市長＞ 

福知山市の中心市街地活性化基本計画は、現在までの２年間で、テ

ナントミックス事業として広小路商店街においては４店舗が開業

し、また、ゆらのガーデンでは７店舗が開業を迎えた。空き店舗を

活用したチャレンジ事業としては、アオイ通り３丁目などまちなか

の商店街において、物販店の２店、コミュニティ施設１カ所、計３

店舗の活用があった。今年度も、広小路商店街においては、信用金

庫跡を活用して、多目的ホールや古本屋等を併設したテナントミッ

クス事業も計画されており、先頃、国の補助採択を受けたところで

ある。町並みの環境整備事業として、福知山城周辺から広小路界隈

の福知山城下町東部地区において、城下町の歴史や風情が感じられ

るような町並みの統一が順次進められている。 

平成 25 年 12月 

12月定例会 

（質問要旨） 

市民交流プラザについて、教育のまちにふさわしく、まちの中心、

顔である福知山駅周辺が中心市街地にぎわい創出に向けてどのよ

うに組み立てて相乗効果を出されるのかを伺いたい。 

（答弁要旨）＜市長＞ 

図書館や公民館などの生涯学習機能、京都ジョブパークやマザーズ

ジョブカフェといったような就労支援機能を初めとし、ボランティ

アや文化活動などの皆さんの様々な活動を支援することで、まちと

人、人と人をつなぐ交流の空間の創造を目指してきたところであ

る。施設整備にあたっては、市内企業への経済波及効果に意を用い

て、きめ細かな業務発注を進めてきており、一部の特殊設備を除き、

総事業の約８割以上は市内の企業または市内企業を含む共同企業

体に発注することができた。また、デザインの面でも、全国的にも

注目すべき建築物として、高い評価も受けており、完成後は北近畿

のゲートウェイであるという福知山市を象徴する施設として、市民

の皆様はもちろんのこと、多く北近畿一円から、多くの皆さんに末

長く愛され、利用される施設としたいと思っている。 

平成 26 年 6月 

6月定例会 

（質問要旨） 

このほど、空き家対策特別措置法が全面施行をされている。非常に

難しいテーマ、特効薬の難しい問題ではあるが、空き家対策、特に

倒壊のおそれなどがある危険な空き家への対応についての本市の

考え等をお尋ねしたい。 

http://www.kensakusystem.jp/fukuchiyama/cgi-bin3/GetText3.exe?r368nvw5cnefzpisci/H250613A/162449/10/1/1/%92%86%90%53%8E%73%8A%58%92%6E/0#hit4
http://www.kensakusystem.jp/fukuchiyama/cgi-bin3/GetText3.exe?r368nvw5cnefzpisci/H251211A/38553/10/1/1/%92%86%90%53%8E%73%8A%58%92%6E/0#hit1
http://www.kensakusystem.jp/fukuchiyama/cgi-bin3/GetText3.exe?r368nvw5cnefzpisci/H270622A/70407/10/1/1/%8B%F3%82%AB%89%C6/0#hit6
http://www.kensakusystem.jp/fukuchiyama/cgi-bin3/GetText3.exe?r368nvw5cnefzpisci/H270622A/70407/10/1/1/%8B%F3%82%AB%89%C6/0#hit7
http://www.kensakusystem.jp/fukuchiyama/cgi-bin3/GetText3.exe?r368nvw5cnefzpisci/H270622A/70407/10/1/1/%8B%F3%82%AB%89%C6/0#hit8
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（答弁要旨）＜市長＞ 

法の施行により、所有者等の調査や立ち入り調査、また危険である

特定空き家等について、除去や、修理、修繕というような指導、あ

るいはまた勧告、命令が可能となった。今後、福知山市の空き家対

策を推進していく上で、大きなものであると考えている。空き家対

策については、これまでは拠り所となる法令がなく、対応に苦慮し

ていたが、この法の施行により調査や、あるいはまた指導に大きな

権限が与えられので、今後研究し福知山市における有効な方法を検

討していきたいと考えている。 

平成 27 年 12月 

12月定例会 

（質問要旨） 

中心市街地の評価として、歩行者通行量と観光・文化施設の入館者

数があるが、状況はどのようになっているか。 

（答弁要旨）＜市長＞ 

「中心市街地の歩行者・自転車通行量」は、目標とする４,２００

人に対して、平成２７年度は３,５３２人となっており、目標達成

には至っていない。また、「中心市街地の観光・文化施設の入館者

数」については、１月から１２月までの１年間の数値を指標として

おり、現時点において既に目標達成できている。 

（質問要旨） 

次期計画の策定状況は。また、国の認定を受ける方向でいるのか。 

（答弁要旨）＜市長＞ 

次期計画の策定状況については、現計画期間における取り組みにつ

いての評価・分析を行なうことが求められている。国の認定を受け

るということは、民間事業者が直接国からの支援を受けられるとい

った認定計画ならではの支援措置もあることから、できる限り切れ

目にない取り組みが展開できるよう精力的に取り組んでいるとこ

である。 

 

（質問要旨） 

認定を受ける場合、その効果判断としての目標指標はどうなるの

か。 

（答弁要旨）＜市長＞ 

次期計画の目標については、現計画と同様に「中心市街地の歩行

者・自転車通行量」や「中心市街地の歴史文化・交流施設の入館者

数」を設けるとともに、新たな指標として「新規店舗開業数」を設

定している。現在、その考え方等について内閣府と鋭意調整を行っ

ているところである。 

 

 

 
 

http://www.kensakusystem.jp/fukuchiyama/cgi-bin3/GetText3.exe?r368nvw5cnefzpisci/H270622A/71401/10/1/1/%8B%F3%82%AB%89%C6/0#hit6
http://www.kensakusystem.jp/fukuchiyama/cgi-bin3/GetText3.exe?r368nvw5cnefzpisci/H270622A/71401/10/1/1/%8B%F3%82%AB%89%C6/0#hit7
http://www.kensakusystem.jp/fukuchiyama/cgi-bin3/GetText3.exe?r368nvw5cnefzpisci/H270622A/71401/10/1/1/%8B%F3%82%AB%89%C6/0#hit1
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［２］中心市街地活性化協議会に関する事項  

（１）中心市街地活性化協議会 

まちづくり三法見直しに伴う法改正に合わせて、商工会議所を中心に協議会設立準備を進め、平

成 19 年１月に「福知山市中心市街地活性化協議会」を設立。協議会は、商業者、事業者をはじめ、

まちづくり会社や地域自治会など多様な主体により構成され、年２回の全体会議を開催している。

協議会の下部組織として定例会を設け、進捗の確認や具体的な事業内容の検討を毎月行っている。

定例会では市の関係課も構成員となっており、商工振興課・都市計画課・土木課などが出席するこ

とでセクションを横断し、横串の議論ができるように、情報共有に努めている。また、４つのプロ

ジェクトを設け、公民協働でプロジェクトを進める場合にはこれらのプロジェクト会議や個別テー

マに絞った部会を設けて協議を進めている。 

 

■全体会議活動状況（平成 26年以降） 

開催日 回 内容 

平成 26年 10月 24日 １８回 2期計画の検討 

平成 27年 8月 7日 １９回  

 

■定例会活動状況（平成 26年以降） 

開催日 回 内容（２期計画関連） 

平成 26年 5月 12日 ４０回 ２期経過に向けた協議開始 

平成 26年 6月 23日 ４１回 策定スケジュールの協議 

平成 26年 7月 22日 ４２回 住民ニーズの調査アンケート 

平成 26年 9月 17日 ４３回 主要事業の検討 

平成 26年 11月 5日 ４４回 主要データ分析 

平成 26年 12月 9日 ４５回 策定スケジュールの協議 

平成 27年 1月 20日 ４６回 掲載事業検討 

平成 27年 2月 17日 ４７回 掲載事業検討 

平成 27年 3月 26日 ４８回 住民意向調査アンケートづくりの方針検討 
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平成 27年 4月 13日 ４９回 策定スケジュール、事業掘り起こし 

平成 27年 5月 29日 ５０回 策定スケジュール、アンケート内容確認 

平成 27年 6月 29日 ５１回 アンケート集計、対応事業検討 

平成 27年 7月 23日 ５２回 アンケート集計、主要事業進捗確認 

平成 27年 9月 7日 ５３回 主要事業進捗確認、素案協議 

平成 27年 10月 15日 ５４回 事業進捗確認、素案協議 

平成 27年 11月 16日 ５５回 事業進捗確認、意見書の提出 

 

 

■福知山市中心市街地活性化協議会構成員 

団体名 根拠法令 役職 

福知山商工会議所 法第 15条第１項関係(商工会議所) 会頭 

福知山商工会議所 法第 15条第１項関係(商工会議所) 副会頭 

福知山商工会議所 法第 15条第１項関係(商工会議所) 副会頭 

福知山商工会議所 法第 15条第１項関係(商工会議所) 専務理事 

福知山商工会議所 法第 15条第１項関係(商工会議所) 常務理事 

福知山まちづくり株式会社 法第 15条第１項関係(まちづくり会社) 代表取締役 

福知山まちづくり株式会社 法第 15条第１項関係(まちづくり会社) 常務取締役 

福知山市 法第 15条第４項関係(市町村) 農林商工部長 

福知山市 法第 15条第４項関係(市町村) 土木建設部長 

学校法人 成美学園 法第 15条第４項関係(大学) 理事長 

(医)医誠会京都ルネス病院 法第 15条第４項関係(福祉・医療機関) 理事長 

福知山商店街連盟 法第 15条第４項関係(商店街) 会長 

福知山商工会議所 法第 15条第４項関係（建設業） 国道整備促進特別委員会委員長 

福知山商工会議所 法第 15条第４項関係(小売業) 小売商業部会委員長 

福知山商工会議所 法第 15条第４項関係(小売業) まちづくり特別委員会委員長 

福知山商工会議所 法第 15条第４項関係(卸業) 卸商業部会長 

福知山商工会議所 法第 15条第４項関係(サービス業) サービス産業部会長 

福知山商工会議所 法第 15条第４項関係(女性経営者) 女性会会長 

㈱京都銀行 法第 15条第４項関係(金融) 福知山支店長 

京都北都信用金庫 法第 15条第４項関係(金融) 福知山支店長 

ＪＲ西日本 法第 15条第４項関係(交通) 福知山支社長 

京都交通㈱ 法第 15条第４項関係(交通) 福知山営業所長 

北京都スーパーマーケット協会 法第 15条第４項関係(大型ＳＣ) 会長 

惇明自治会長会 法第 15条第４項関係(自治会) 副会長 

昭和自治会長会 法第 15条第４項関係(自治会) 会長 

福知山市連合婦人会 法第 15条第４項関係(消費者) 会長 

レインボーネットワーク 法第 15条第４項関係(消費者) 事務局 

タウンマネージャー 法第 15条第４項関係(学識経験者) 大学教授 
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（２）協議会規約 

 

福知山市中心市街地活性化協議会規約 

 

（名称） 

第 1 条 本会は、「福知山市中心市街地活性化協議会」（以下「協議会」という。）と称する。 

（事務所） 

第 2 条 協議会は、事務所を京都府福知山市字中ノ 27 に置く。 

（目的） 

第 3 条 協議会は、福知山市が策定する中心市街地活性化基本計画及び認定基本計画、並びにその実施、

及びその他中心市街地活性化に関連する必要な事項を多様な視点から協議し、中心市街地活性

化の総合的かつ一体的な推進に寄与することを目的とする。 

（活動） 

第 4 条 協議会は、その目的を達成するため、次の活動を行う。 

（１） 福知山市が策定する中心市街地活性化基本計画並びに認定基本計画及びその実施に関し、必要

な事項についての意見提出 

（２） 福知山市中心市街地の活性化に関する委員相互の意見交換 

（３） 中心市街地活性化のための勉強会、研修会及び情報交換 

（４） 前各号に掲げるもののほか、中心市街地の活性化に寄与する活動の企画及び実施 

（委員） 

第 5 条 協議会は、次に掲げるものをもって組織する。 

（１） 中心市街地の活性化に関する法律（平成 10 年法律第 92 号。以下「法」という。）第 15 条第 1

項の規程に該当するもの 

（２） 法第 15 条第 4 項の規定に該当するもの 

（３） 前各号に掲げるもののほか、協議会において必要があると認めるもの 

２ 委員の任期は、1 年とする。ただし、再任を妨げない。 

（オブザーバー） 

第 6 条 協議会は、必要に応じて意見を求めるためにオブザーバーの出席を求めることができる。 

（役員） 

第 7 条 協議会に、会長、副会長を置き、委員の中から選任する。 

２ 会長は、福知山商工会議所会頭をもって充てる。 

３ 会長は、協議会を代表し、会務を総理する。 

４ 副会長は、会長が指名する者をもって充てる。 

５ 副会長は、会長を補佐し、会長に事故あるとき又は会長が欠けたときは、その職務を代理する。 

 

（会議） 

第 8 条 協議会全体会議は、年 1 回以上開催し、各構成員の事業報告及び各種補助金活用に関する協議

を行うとともに、規約の改正、会長及び副会長の選出その他会議等で必要と認める事項を審議す

る。 

２ 会議は、構成員の 2 分の 1 以上の出席がなければ開くことができない。 
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３ 会議の議事は、出席構成員の過半数をもって決し、可否同数のときは議長の決するところによる。 

４ 会議は、会長が召集し、会長が議長となる。 

（定例会） 

第9条 協議会は定例会を置くことができる。定例会の構成員は会長が協議会委員又は 

委員が所属する団体から任命し、協議会の活動方針と活動計画を協議するとともに各構成員の

事業活動報告を受け情報共有及び事業の調整等を行う。 

２ 定例会は、座長が招集し、座長は互選により決める。 

３ 定例会は、その下にプロジェクト会議を設置し、開催することができる。 

（学識経験者・タウンマネージャー） 

第 10 条 協議会は、第 3 条に掲げる目的達成のため又は協議会における活動を円滑に進めるため、ま

ちづくりについて専門的知見を有する学識経験者・タウンマネージャーを設置することができ

る。 

２ 学識経験者・タウンマネージャーは会長が任命する。 

３ 学識経験者・タウンマネージャーの任期は 1 年とする。ただし、再任は妨げない。 

４ 学識経験者・タウンマネージャーは協議会委員および定例会構成員とする。 

（事務局） 

第 11 条 協議会の事務を処理するため、福知山商工会議所に事務局を置く。 

（経費） 

第 12 条 協議会の運営に要する経費は、協議会の予算の定めるところにより、負担金及び 

補助金その他の収入をもって充てる。 

（協議会の監査） 

第 13 条 協議会の出納を監査するため、監事 2 人を置く。 

２ 監事は、会長が推薦し、協議会の同意を得て選任する。 

３ 監事は、第 1 項に規定する監査を行ったときは、その結果を協議会に報告しなければ 

ならない。 

（会計年度） 

第 14 条 協議会の会計は、毎年 4 月 1 日から翌年 3 月 31 日までとする。 

（委任） 

第 15 条 この規約に定めるもののほか、協議会に関し必要な事項は、会長が協議会に諮って定める。 

（規約の改正） 

第 16 条 この規約は、必要に応じて協議会において改正することができるものとする。 

（解散） 

第 17 条 協議会の議決に基づいて解散する場合は、委員の 4 分の 3 以上の同意を得なければならない。 

 

附則 

１ この規約は、平成 19 年 1 月 19 日から施行する。 

２ 平成 19 年 1 月 19 日就任の委員の任期は、第 5 条２号の規程にかかわらず、 

平成 19 年 3 月 31 日までとする。 

３ この規約は、一部改正し、平成 22 年 7 月 28 日から施行する。 
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（３）広小路リニューアル部会 

  広小路商店街において、テナントミックス事業や電線類地中化の事業等、外観修景も含め協議

し、将来の街なみのあり方等について関係者で検討を行なっていく。 

 

■活動状況（平成 26年以降） 

開催日 回 内容 

平成 26年 4月 9日 ３２回 外観修景、ソフト事業について 

平成 26年 5月 12日 ３３回 テナントミックス事業推進、マルシェについて 

平成 26年 6月 23日 ３４回 道路部会の検討、テナントミックス事業推進 

平成 26年 7月 22日 ３５回 まちづくりアンケート結果 今後のイベント 

平成 26年 9月 17日 ３６回 テナントミックス事業推進 

平成 26年 11月 5日 ３７回 商店街まちづくり事業調査まとめ、ソフト事業 

平成 27年 1月 20日 ３８回 道路部会の検討、テナントミックス事業推進 

平成 27年 2月 17日 ３９回 道路部会の検討、テナントミックス事業推進 

平成 27年 3月 26日 ４０回 道路部会の検討、テナントミックス事業推進 

平成 27年 5月 29日 ４１回 道路部会の検討、テナントミックス事業推進 

平成 27年 6月 29日 ４２回 道路部会の検討、テナントミックス事業推進 

平成 27年 7月 23日 ４３回 道路部会の検討 

平成 27年 10月 9日 ４４回 道路部会の検討 

平成 27年 11月 11日 ４５回 道路部会の検討、今後のイベント 

 

■広小路リニューアル部会構成員 

団体名 備考 

広小路商店街 理事長他商店街会員 

福知山まちづくり株式会社 ― 

タウンマネージャー 大学教授 

商工会議所 ― 

福知山市土木課 ― 

福知山市都市計画課 ― 

福知山市商工振興課 ― 
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［３］基本計画に基づく事業及び措置の一体的推進等  

 

（１）市民団体や民間事業者等の取組の状況 

 市では、市民の市政への参画や、協働型社会を実現するための仕組みとして『自治基本条例（素

案）』や、『新たな地域運営のあり方』等について検討し、市民協働によるまちづくりの土台を築く

ため、平成２３年度より福知山市市民協働推進会議を設置し委員による会議を開催している。その

なかで中心市街地の市民の意見もとりまとめながら、市民全体で市民協働によるまちづくりを進め

ている。市民協働の現況としては、ガーデニングサークル「ゆらら」によるコミュニティガーデン

活動、各実行委員会によるミニＳＬフェスタや商店街による広小路マルシェのイベントなど積極的

に行われ、そのほかにも民間事業者主催の福知山駅北口広場での子供向けのイベントや商工会議所

青年部や青年会議所による婚活イベントについても中心市街地の賑わいづくりとしてのイベント

となっている。 

 

（２）市民意見調査 

 平成２７年５月中旬から７月上旬にかけて、中心市街地区域内の２０歳以上の住民５００人に対

して行なったアンケート調査において、これまでの取り組みについての評価を確かめるとともに、

活性化・まちづくりについての今後の意向を把握した。 

（１．［２］（４）参照：ｐ24～32 ） 

 

（３）城下町の景観づくり 

本市が進める街なみ環境整備事業において、まちづくり協定（ガイドライン）に則った外観修景

についての支援を行っている。その中で福知山市中心市街地活性化協議会の下に組織されている町

並み・町家プロジェクト会議の中で、地元自治会と行政、専門家などが共に協定運営委員会を組織

し、まちづくり協定に基づいて街なみ形成に寄与しているかどうかの協議を行っている。 

 


